
B6判 208頁  定価1,650円（本体1,500円＋税） 　
ISBN978-4-264-04475-8 C0016
いのちのことば社　卸コード 18065

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 15 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

みことばを深く読むために
はじめての聖書解釈

米川明彦 著
聖書を正しく理解し、解釈するために、知っておきた
いこととは？　『聖書から出た日本語100』の著者であ
り、テレビなどでもおなじみの日本語学の専門家が聖
書の「ことば」にこだわって解説。時間・空間・文化
の隔たりをキー概念とし、例を挙げながら具体的に示す。

米川明彦（よねかわ あきひこ）
1955 年、三重県生まれ。大阪大学大学院文学研究科博士課程修了（国語学専攻）。学術博士。梅花女子大学

名誉教授。単立教会の牧師。日本語、特に俗語研究の第一人者で、テレビ・雑誌などにもたびたび登場。専

門は日本語（俗語）・聖書・手話研究。日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団のろう者聖書学校では「聖

書解釈学」を手話で教えている。日本語（俗語）・キリスト教・手話の各分野で編著書多数。『日本語－手話

辞典』（監修、全日本ろうあ連盟）で第 17 回新村出賞受賞。

ことばのスペシャリストによる聖書を紐解くためのガイド


